






要約 

(1)本院未熟児センターに入院した低出生体重児に3ケ月検診(37例),3才検診(53例)を行

ない,斜頭と乳児側彎症との関連を調べた。 

(2),3 ケ月における斜頭は正常成熟児に比して右斜頭が圧倒的に多く,3 才になっても約

1/3 以上に残っていた。(3),乳児側彎症は約 40%にみられたが,3 才になれば全く消失して

いた。(4),姿勢異常および歩行異常は53例中11例に認められ,斜頭との関連が考えられた。

(5),今後,姿勢異常,歩行異常と斜頭との関連および予後,斜頭と利き手や斜視についても

検討を加えていきたい。またこれらの発生を予防するために腹臥位による哺育を行ないた

いと考える。 


